
　

長
い
、
本
当
に
長

い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

た
！
政
府
か
ら
正
式

な
解
決
案
が
示
さ
れ
、

そ
の
受
け
入
れ
を
全

会
一
致
で
再
確
認
し

た
第
７８
回
臨
時
全
国

大
会
が
終
了
し
て
、

そ
の
よ
う
な
思
い
を
多
く
の
方
が

感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し

か
し
、
ま
だ
終
着
駅
に
は
到
着
し

て
い
な
い
。
「
雇
用
」
の
実
現
が

あ
っ
て
こ
そ
全
面
的
な
解
決
と
い

え
る
だ
ろ
う
▼
そ
れ
に
し
て
も
、

大
き
な
ひ
と
つ
の
区
切
り
を
迎
え

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
闘
争
団

の
仲
間
と
ご
家
族
も
期
待
と
不
安

が
入
り
混
じ
っ
た
、
と
て
も
言
葉

で
表
現
で
き
な
い
よ
う
な
感
覚
を

お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
▼
話
は
変
わ
る
が
、
４
月
２８
日

に
青
森
で
は
桜
の
開
花
宣
言
が
出

さ
れ
た
。
Ｇ
Ｗ
期
間
中
は
各
地
で

「
お
花
見
」
が
楽
し
め
る
。
そ
し

て
、
こ
の
２３
年
間
毎
年
の
よ
う
に

桜
の
花
は
咲
き
、
そ
の
木
の
も
と

で
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
会
場
で
観
る
桜

の
花
は
参
加
者
の
目
に
ど
の
よ
う

に
映
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
▼
い
ま

社
会
は
、
「
探
せ
ば
仕
事
は
み
つ

か
る
」
と
か
「
働
い
て
さ
え
い
れ

ば
生
活
で
き
る
」
と
い
っ
た
、
か

つ
て
の
常
識
が
「
神
話
」
と
化
し

て
い
る
。
労
働
法
制
さ
え
も
規
制

緩
和
し
て
し
ま
っ
た
過
去
の
ツ
ケ

が
国
民
の
大
多
数
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
「
不
採

用
問
題
」
の
解
決
が
、
こ
う
し
た

国
民
が
抱
え
る
失
業
・
貧
困
・
格

差
と
い
っ
た
生
存
権
さ
え
も
脅
か

し
て
い
る
問
題
に
、
「
一
石
を
投

じ
る
」
運
動
に
結
合
さ
せ
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
衆

の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
世
論
の
形

成
な
ど
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る

▼
最
後
に
な
る
が
、
具
体
的
な
雇

用
の
実
現
を
達
成
す
る
ま
で
、
い

ま
少
し
４
者
・
４
団
体
の
団
結
を

堅
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
全
面
的
な
解
決
を
迎

え
た
と
き
に
は
、
国
労
全
組
合
員

で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い（
政
）
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４
月
２８
日
東
京
・
社
会
文
化
会

館
に
お
い
て
、
社
民
党
の
奈
良
岡

青
森
県
議
な
ど
が
中
心
に
な
り
、

新
幹
線
開
業
に
伴
う
建
設
費
負
担

や
並
行
す
る
在
来
線
の
維
持
・
存

続
問
題
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
全

国
の
社
民
党
県
連
合
に
呼
び
か
け

て
１０
県
の
代
表
者
ら
の
参
加
で
初

会
合
が
開
催
さ
れ
、
社
民
党
岩
手

県
連
合
の
要
請
で
伊
沢
幹
事
長
と

一
緒
に
私
（
齋
藤
庄
司
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

１３
時
か
ら
渕
上
副
党
首
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
「
交
通
基
本
法
の
学

習
会
」
「
国
労
か
ら
の
問
題
提

起
」
「
各
県
の
課
題
交
流
」
と
進

み
、
地
方
公
共
交
通
の
課
題
解
決

に
向
け
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
運
動

を
取
り
組
む
た
め
「
新
幹
線
並
行

在
来
線
対
策
全
国
連
絡
会
議
」
の

結
成
を
確
認
、
社
民
党
と
国
土
交

通
省
へ
要
請
行
動
を
し
ま
し
た
。

　

田
中
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
っ
た
臨
時
大
会
は
、
議
長
に

野
田
久
好
代
議
員
（
九
州
・
博
多

闘
争
団
）
、
副
議
長
に
中
村
政
利

代
議
員
（
東
京
）
を
選
出
し
進
め

ら
れ
、
髙
橋
中
央
執
行
委
員
長
は

「
中
曽
根
首
相
の
『
一
人
も
路
頭

に
迷
わ
せ
な
い
』
、
『
組
合
差
別

は
し
な
い
』
と
の
国
会
決
議
も
反

故
に
さ
れ
、
不
採
用
問
題
が
生
じ

た
。
こ
の
間
６１
人
の
仲
間
が
解
決

を
遂
げ
る
こ
と
な
く
他
界
し
て
い

る
。
４
党
合
意
の
受
諾
を
め
ぐ
る

組
織
混
乱
を
経
て
満
身
創
痍
の
中

か
ら
団
結
を
取
り
戻
し
た
」
と
２３

年
の
長
期
と
な
っ
た
闘
い
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
「
不
採
用
問
題

の
解
決
は
労
働
者
の
権
利
確
立
・

権
利
擁
護
の
運
動
と
引
き
継
が
れ

る
。
労
働
者
の
団
結
は
解
決
の
道

を
開
く
こ
と
を
実
証
し
た
。
不
採

用
問
題
解
決
を
機
に
組
織
展
望
を

作
り
あ
げ
よ
う
」
と
国
労
の
さ
ら

な
る
発
展
を
誓
う
挨
拶
を
し
た
。

　

来
賓
の
山
下
八
洲
夫
参
議
院
議

員
（
民
主
党
）、
又
市
征
治
同
（
社

民
党
）、
自
見
庄
三
郎
同
（
国
民

新
党
）、
弘
友
和
夫
同
（
公
明
党
）

の
各
氏
は
、
今
回
の
政
府
案
が
出

さ
れ
る
そ
の
日
ま
で
様
々
な
交
渉

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
内
容
を
語
り
、

解
決
を
機
に
国
労
組
織
の
更
な
る

発
展
を
期
待
す
る
と
の
激
励
の
挨

拶
を
述
べ
た
。

　

討
論
で
は
特
別
発
言
を
含
め
て

６
人
が
発
言
。
代
議
員
は
「
２３
年

の
闘
い
の
中
で
他
界
し
た
闘
争
団

員
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
全

体
の
総
意
と
し
て
解
決
案
を
承
認

し
よ
う
。
Ｊ
Ｒ
各
社
に
雇
用
を
強

く
求
め
て
最
終
解
決
へ
全
体
で
取

り
組
も
う
」
と
、
解
決
の
扉
を
開

い
た
喜
び
と
残
さ
れ
た
課
題
解
決

に
向
け
総
団
結
で
取
り
組
む
こ
と

を
発
言
し
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
三
浦
成
代

（
美
幌
闘
争
団
）
さ
ん
の
感
謝
の

発
言
に
続
い
て
、
闘
争
団
全
国
連

絡
会
議
議
長
の
神
宮
義
秋
氏

（
博
多
）
は
「
仲
間
と
１
６
７

回
の
上
京
行
動
を
闘
っ
て
き
た
。

家
族
の
中
で
、
親
戚
の
中
で
、
闘

争
団
の
中
で
厳
し
い
葛
藤
が
あ
っ

た
。
泣
き
、
怒
り
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
笑
い
、
傷
つ
き
、
く
じ
け
そ
う

に
な
り
な
が
ら
、
つ
ら
い
厳
し
い

季
節
を
繰
り
返
す
こ
と
２３
年
。
一

筋
の
光
が
差
し
込
ん
だ
。
Ｊ
Ｒ
に

働
く
組
合
員
が
厳
し
い
差
別
の
中

で
も
カ
ン
パ
や
支
援
を
し
続
け
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
自
然

と
口
元
が
緩
む
が
、
し
か
し
ま
だ

浮
き
足
立
つ
な
と
呼
び
か
け
て
い

る
。
人
生
の
再
出
発
と
す
る
解
決

と
し
た
い
」
と
厳
し
い
闘
い
を
思

い
起
こ
し
て
泪
を
拭
き
、
声
を
詰

ま
ら
せ
な
が
ら
解
決
の
扉
を
開
い

た
喜
び
を
発
言
し
た
。

　

発
言
を
受
け
濱
中
書
記
長
の

「
政
府
の
解
決
案
を
受
託
す
る
と

の
発
言
を
全
体
で
確
認
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
の
仲
間
・
闘
争
団
員
で
粘
り

に
粘
っ
て
切
り
開
い
た
扉
で
あ
る
。

組
織
の
展
望
を
切
り
開
こ
う
」
と

が
提
出
さ
れ
、
第
７８
回
臨
時
全
国

大
会
で
全
体
で
解
決
を
確
認
す
る

こ
と
に
な
る
。
地
方
本
部
は
、
5

月
8
日
に
『
支
部
・
地
区
協
・
分

会
代
表
者
会
議
』
を
開
催
し
意
思

統
一
す
る
。
新
幹
線
新
青
森
駅
開

業
は
、
開
業
日
・
列
車
ダ
イ
ヤ
が

確
定
し
て
い
な
い
、
開
業
準
備
要

員
の
発
令
は
八
戸
開
業
と
同
じ
イ

メ
ー
ジ
と
な
る
。
青
い
森
鉄
道
へ

　

王
子
支
部
・
盛
岡
地
本
」

▽
５
月
２８
日
（
盛
岡
）

　

第
９
回
執
行
委
員
会
・
第
８
回

　

闘
争
委
員
会

▽
６
月
４
・
５
日
（
水
戸
）

　

盛
岡
・
水
戸
地
本
交
流
会

▽
６
月
８
日
（
安
比
）

　

第
１５
回
地
本
ゴ
ル
フ
大
会

▽
５
月
１６
日
（
盛
岡
）

　

地
本
・
支
部
役
員
組
織
対
策
会

　

議
▽
５
月
23
・
24
日
（
千
葉
）

　

東
日
本
本
部
ブ
ロ
ッ
ク
別
組
織

　

対
策
交
流
会
「
千
葉
地
本
・
八

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」
































政
府
案
受
け
入
れ
承
認・雇
用
確
保
に
全
力


















個
性
の
溢
れ
る

　

絵
葉
書
作
り
交
流

の
移
管
・
出
向
に
は
社
員
の
進
路

希
望
に
公
平
・
公
正
な
人
事
運
用

を
求
め
る
。
効
率
化
事
案
は
、
地

方
本
部
が
『
第
1
回
検
修
合
理
化

対
策
会
議
』
を
開
催
し
た
が
交
渉

は
進
ん
で
い
な
い
。
国
労
の
最
大

課
題
は
『
組
織
拡
大
』
、
地
方
本

部
と
し
て
各
分
会
や
班
・
職
場
の

要
請
に
応
え
て
積
極
的
に
参
加
し

て
い
く
」
と
提
起
し
た
。

　

質
疑
で
は
「
現
場
で
は
予
期
し

な
い
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
特

に
外
注
の
障
害
事
故
が
多
い
合
理

化
に
問
題
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

次
の
闘
い
に
向
け
意
思
統
一
し
て

会
議
は
閉
会
し
た
。

　

当
日
は
肌
寒
い
中
、
列

車
に
揺
ら
れ
主
人
と
北
上

お
で
ん
せ
プ
ラ
ザ
に
向
か

い
ま
し
た
。
２
人
で
行
動

を
共
に
す
る
の
は
久
し
ぶ

り
で
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し

い
不
思
議
な
気
持
ち
で
し

た
。
途
中
一
関
か
ら
は
小

野
寺
京
子
さ
ん
、
水
沢
か

ら
は
小
野
春
子
さ
ん
と
一

緒
に
な
り
家
族
会
会
場
に

到
着
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
１５
人
参
加
し

１０
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
家
族
会
交
流
会
参
加
で
少
し
緊

張
し
ま
し
た
が
、
講
師
の
久
保
孝

喜
（
岩
手
県
議
）
さ
ん
の
分
か
り

易
い
（
笑
）
講
演
に
ド
ン
ド
ン
引

き
込
ま
れ
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ

て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
殆
ど

忘
れ
ま
し
た
が
（
笑
）
そ
の
中
で

哲
学
者
内
山
節
さ
ん
の
こ
と
を
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
度
本
を

読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

家
族
会
か
ら
の
質
問
で
子
ど
も
手

当
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
い
た

だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食
を
挟
み
小
野
春

子
さ
ん
の
絵
葉
書
作
り
に
入
り
、

参
加
者
の
個
性
溢
れ
る
絵
は
が
き

に
魅
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
作
っ
た
絵
葉
書
で
闘
争
団
に

葉
書
を
送
る
と
聞
い
て
思
わ
ず
筆

に
力
が
入
り
ま
し
た
。
家
族
会
の

思
い
が
ぜ
ひ
闘
争
団
に
伝
わ
れ
ば

幸
い
で
す
。
こ
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
る
頃
は
１
０
４
７
名
不
採
用
事

件
が
解
決
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

を
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
友
人
の
中
堤
さ
ん
が
参

加
す
る
と
聞
い
て
参
加
し
て
み
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
家
族
会
に

参
加
し
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
次
回
は

な
に
を
や
る
の
か
楽
し
み
で
す
）

北
上
地
区
協
家
族
会
役
員
の
皆
さ

ん
今
回
は
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
家
族
会
の

輪
が
広
が
れ
ば
良
い
で
す
ね
！
。

の
集
約
を
含
め
て
、「
不
採
用
問
題

解
決
案
受
け
入
れ
承
認
」
の
方
針

案
を
満
場
の
拍
手
で
承
認
し
、
歴

史
に
残
る
臨
時
大
会
と
な
っ
た
。

盛
岡
地
本
の
代
議
員
６
人
が
参
加
。

　

地
方
本
部
は
、
４
月
１７
日
国
労

会
館
で
「
東
北
新
幹
線
新
青
森
駅

開
業
・
並
行
在
来
線
対
策
」
及
び

「
地
方
本
部
交
渉
委
員
・
職
協
代

表
者
」
合
同
会
議
を
開
催
１６
人
が

参
加
し
た
。

　

齋
藤
委
員
長
が
挨
拶
で
「
新
幹

線
新
青
森
駅
開
業
が
１２
月
に
迫
っ

て
い
る
不
安
を
払
拭
す
る
議
論
が

必
要
。
不
採
用
問
題
は
、
解
決
に

む
け
て
厳
し
い
雇
用
の
問
題
が
あ

る
。
職
場
で
は
ま
だ
ま
だ
不
公
平

感
が
あ
る
職
場
実
態
を
出
し
合
っ

て
共
通
認
識
を
持
ち
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
を
。
花
巻
・
青
森
市
議

会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、

組
織
内
候
補
者
の
当
選
に
向
け
て

奮
闘
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

佐
々
木
書
記
長
が
「
不
採
用
問

題
は
４
月
９
日
『
政
治
解
決
案
』

公
平
・
公
正
な
人
事
運
用
求
め
る

▽
新
幹
線
延
伸
、効
率
化
問
題
な
ど
で
合
同
会
議
△

小
松
祐
子（
一
関
）

第78回臨時全国大会

つ
ら
い
厳
し
い
23
年
に
解
決
の
扉

つ
ら
い
厳
し
い
23
年
に
解
決
の
扉

人
生
の
再
出
発
と
す
る

　
　 

「
解
決
」と
し
た
い

＝
神
宮
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
議
長
＝

盛
岡
支
部
家
族
会
交
流
会

　

「
国
労
は
不
幸
な
出
来
事
を
教
訓
と
し
て
総
団
結
を
取
り
戻
し
、
不
死
鳥
の
ご
と
く
甦
り
、
解
決
を
掴
み
取
っ
た
」

と
、
感
き
わ
ま
る
声
で
発
言
す
る
大
会
参
加
者
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
を
批
准
す
る
目
的
で
開
催

さ
れ
た
、
第
７８
回
国
労
臨
時
全
国
大
会
は
「
政
府
の
解
決
案
受
け
入
れ
承
認
」
の
方
針
案
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
た
。

　

４
月
２６
日
、
東
京
都
・
社
会
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
臨
時
大
会
は
、
代
議
員
・
闘
争
団
・
傍
聴
者
・
家
族
な
ど

会
場
を
埋
め
尽
く
す
多
く
の
参
加
者
で
「
こ
の
日
（
解
決
）
を
迎
え
ら
れ
た
」
喜
び
と
、
２３
年
と
労
働
運
動
史
上
類

例
を
見
な
い
歴
史
的
闘
い
の
経
過
を
振
り
返
り
、
残
さ
れ
た
雇
用
確
保
の
課
題
と
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大

に
全
組
合
員
が
総
団
結
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

新
幹
線
並
行
在
来
線

対
策
「
連
絡
会
」
設
置

＝
社
会
民
主
党
全
国
連
合
＝
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集
会
、
デ
モ
行
進
を
終
わ
り
約

４
０
０
人
が
参
加
し
た
青
森
市
文

化
会
館
で
の
「
全
国
交
流
集
会
」

へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

「
全
国
交
流
集
会
」
で
は
原
子

力
資
料
室
共
同
代
表
の
西
尾
漠
さ

ん
に
よ
る
「
破
綻
す
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
利
用
政
策
」
の
講
演
や
、
幌

延
・
大
間
・
女
川
・
新
潟
・
福
井
・

佐
賀
の
全
国
各
地
か
ら
活
動
の
報

告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
発

で
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

「
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故

が
発
生
し
て
し
ま
う
前
に
、
核
燃

サ
イ
ク
ル
を
廃
止
に
追
い
込
ま
な

け
れ
ば
」
と
の
思
い
を
さ
ら
に
強

く
し
た
集
会
参
加
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

青
森
支
部　

高
瀬　

貴
弘

　

地
方
本
部
は
、
「
エ
ル
ダ
ー
社

員
制
度
・
年
金
学
習
会
」
を
４
月

３
日
に
岩
手
労
働
福
祉
会
館
で
開

催
４５
人
が
参
加
し
た
。

　

最
初
に
齋
藤
委
員
長
が
挨
拶
で

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
が
政
治
解
決

の
新
た
な
動
き
に
な
っ
た
。
今
日
、

学
習
会
終
了
後
『
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
報
告
集
会
』
が
開
催
さ
れ
る
、

限
ら
れ
た
時
間
で
の
学
習
会
で
あ

る
が
終
了
後
報
告
集
会
に
参
加
し

て
欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

　

学
習
会
で
、
佐
々
木
書
記
長
が

「
東
日
本
会
社
で
２
０
０
８
年
度

か
ら
『
エ
ル
ダ
ー
制
度
』
が
導
入

さ
れ
た
。
よ
り
良
い
制
度
運
用
を

　

今
回
で
25
回
目
を
迎
え
た

「
４
・
９
反
核
燃
の
日
」
全
国
集

会
が
、
４
月
10
日
の
土
曜
日
、
小

雨
交
じ
り
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
開
会
を
待
っ
て
い
た
よ

う
に
青
空
が
広
が
っ
た
青
森
市
長

島
の
「
青
い
森
公
園
」
に
お
い
て

全
国
か
ら
の
仲
間
１
１
２
３
人
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
原
水
禁
国
民
会
議
・

青
森
県
反
核
実
行
委
員
会
・
原
子

力
資
料
情
報
室
・
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
阻
止
一
万
人
訴
訟
原
告
団
・
核

燃
料
廃
棄
物
搬
入
阻
止
実
行
委
員

会
の
主
催
者
団
体
挨
拶
に
始
ま
り
、

続
い
て
基
調
報
告
を
行
っ
た
奈
良

岡
克
也
反
核
実
行
委
員
会
副
委

員
長
（
青
森
県
議
）
は
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
第
５
ス
テ
ッ
プ
で
は
、

撹
拌
棒
が
曲
が
り
耐
火
レ
ン
ガ
が

落
下
、
３
回
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
の

漏
え
い
な
ど
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
ま
た
、
六
ヶ
所
活
断
層
に
よ

る
大
地
震
が
心
配
さ
れ
、
地
震
が

お
き
た
時
に
は
大
量
の
放
射
能
が

空
中
と
海
に
放
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
私
た
ち
は
、
も
ん
じ
ゅ
の

再
稼
働
阻
止
や
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
中
止
を
求
め
る
闘
い
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
の

輪
を
断
ち
切
る
闘
い
を
す
す
め
て

い
く
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
全
国
か
ら
の
報
告

を
福
井
県
平
和
環
境
人
権
セ
ン
タ

ー
と
宮
城
県
護
憲
平
和
セ
ン
タ
ー

か
ら
い
た
だ
き
、
「
４
・
９
反
核

の
日
全
国
集
会
」
ア
ピ
ー
ル
を
全

体
で
採
択
、
新
町
通
り
を
ホ
テ
ル

青
森
前
ま
で
デ
モ
行
進
を
お
こ
な

い
、
参
加
者
全
員
が
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
試
運
転
中
止
と
核
燃
サ

イ
ク
ル
施
設
の
稼
働
阻
止
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。































集会の行なわれた「青い森公園」

４.9反核燃の日
全国集会（青森）

核
燃
サ
イ
ク
ル
の
廃
止
を
と

　

全
国
か
ら
１
１
２
３
人
の
仲
間

＝
集
会・デ
モ
行
進・交
流
会
を
開
催
＝

希
望
意
思・健
康
状
態
な
ど
明
確
に
会
社
へ

地
本「
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
・
年
金
学
習
会
」

「がん」　の生涯保障《アフラックのがん保険　（フォルテ）　》 保険期間 ： 終身 ・ 契約年齢 ： ０歳～ ８  　０ 歳
バリュープランS　２倍

初めて診断確定されたとき
診断給付金
がんと診断確定されたあと生存しているとき
ライフサポート年金（上皮内新生物は対象外）
入院したとき　　入院給付金
手術したとき　　手術給付金
５日以上の継続入院後通院したとき
通院給付金
特定のがん治療で通院したとき
特定治療通院給付金（上皮内新生物は対象外）

先進医療をうけたとき
がん先進医療給付金

先進医療をうけたとき
がん先進医療一時金
がんで死亡したとき　死亡保険金

プレミアムサポート※ 訪問面談サポートと専門医紹介（このサービスは、株式会社　法研が提供するサービスです）

がんの場合  一時金    ４　０    万円
上皮内新生物の場合  一時金４万円
がん診断後、２年目から５年目まで
１年につき  年金   ２　０   万円×４年間　＊生存している場合
１日につき １　,　０　０　０    円
１回につき ２　０    万円
１日につき 　　　　
１日につき １
技術料１回につき（１年間に５回まで、通算支払限度額    ７　０　０    万円まで）
下記㈰～㈬以外の先進医療　実費／上限    ５　０    万円
　　㈰固形がんに対する重粒子線治療 ㈪悪性腫瘍に対する粒子線治療（＊1）
　　実費／上限    ３　２　０    万円 実費／上限    ２　９　０    万円
　　㈫脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ㈬ＨＬＡ抗原不一致血縁ドナーからのＣＤ
　　（＊２）  34陽性造血幹細胞移植（＊３）
　　実費／上限     ２　１　０     万円 実費／上限   １　３　０    万円
１回につき １　５    万円（１年間に１回まで）　
１　０万円

特
定
先
進
医
療

（＊１）固形がんに係るものに限る。（＊２）原発性脊椎腫瘍または転移性脊椎腫瘍に係るものに限る。（＊３）ＨＬＡ適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小
児のがんに係るものに限る。　先進医療の給付金・一時金のご契約には、限度があります。その他、アフラックの基準により限度額を定めています。

※トータルケアプランS、バリュープランS2倍以上のプランにご契約の場合にご利用いただけます。 AF104-2008-0106　4月18日

＊ご健康状態などによっては、お申し込みをお引受けできない場合があります。
◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

◆月払保険料　（団体取扱）　保険料払込期間　：　終身
がん保険フォルテ　：　バリュープランS 2倍　入院日額1万円
35歳
3,038円

45歳
4,222円

55歳
5,810円

65歳
7,952円

（2008年４月１日現在）

盛岡国労会館 ☎019－652－4841　FAX 019－651－7720
JR☎ 033－2276　JR FAX  033－2277
〒020－0033　盛岡市盛岡駅前北通4－4

■事務上の問い合せ先

☎03－3437－6810　FAX 03－3437－6822
〒105－0004　港区新橋5－15－5 交通ビル3Fアベニール 株式会社

■募集代理店

〒163-0456　東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビル
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き
コールセンター　0120-5555-95

■引受保険会社

系列法人第五支社

　,　０　０　０    円

１　,　０　０　０    円

　

地
方
本
部
は
、
宮
古
市
で
北
村

進
候
補
（
岩
教
組
出
身
）
、
気
仙

沼
市
で
村
上
進
候
補
（
自
治
労
出

身
）
を
推
薦
し
組
合
員
に
協
力
を

求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
開

票
結
果
は
、
北
村
進
氏
が
１
０
７

３
票
を
獲
得
し
２１
位
、
村
上
進
氏

は
１
８
７
８
票
を
獲
得
し
３
位
と

両
氏
が
初
当
選
し
た
。

　

な
お
、
宮
古
市
議
選
挙
で
は
昨

年
１２
月
の
同
議
会
で
採
用
差
別
事

件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

採
択
に
尽
力
を
頂
い
た
竹
花
邦
彦

氏
（
自
治
労
出
身
）
も
１
９
６
９

票
を
獲
得
、
２
位
の
当
選
を
果
た

し
て
い
る
。
北
村
・
村
上
・
竹
花

氏
と
も
社
民
党
公
認
。

　

講
師
の
主
浜
了
参
議
院
議
員

（
民
主
党
）
は
「
平
成
２２
年
度
予

算
は
税
収
３７
兆
円
。
予
算
額
は
９２

兆
円
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

の
政
権
交
代
。
財
政
が
厳
し
く
て

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

政
策
も
あ
る
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
手
当
て
・
暫
定
税

率
・
高
速
道
路
料
金
無
料
化
な
ど

の
政
策
に
理
解
を
求
め
、
結
び
に

７
月
実
施
の
参
議
院
選
挙
へ
の
協

力
を
求
め
て
講
演
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

宮
古
市
議
選
挙
（
定
数
２８
）
と

気
仙
沼
市
議
選
挙
（
定
数
３０
）
が

４
月
２５
日
投
票
で
実
施
さ
れ
た
。

　

前
月
号
国
労
盛
岡
で
紹
介
の
と

お
り
、地
方
本
部
は
７
月
11
日
投

開
票
で
の
施
行
が
予
想
さ
れ
る
参

議
院
選
挙
で
自
治
労
大
分
出
身
、

現
在
大
分
県
議
会
議
員
の
社
会
民

主
党
公
認
の
吉
田
忠
智
氏（
５３
歳
）、

７
月
２５
日
投
開
票
で
実
施
決
定
の

花
巻
市
議
選
挙
で
は
組
織
内
候
補

の
阿
部
一
男
氏（
６３
歳
）両
立
候
補

予
定
者
を
推
薦
決
定
し
て
い
る
。

　

両
氏
の
当
選
に
向
け
た
組
合
員

の
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
。

の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
柴
谷
正
孝

議
長
（
運
輸
労
連
）
は
「
例
年
開

催
し
て
来
た
『
元
気
を
出
そ
う
春

闘
集
会
』
に
変
わ
り
、
学
習
す
る

こ
と
が
今
の
労
働
者
に
は
大
切
と

考
え
取
り
組
ん
だ
。
新
政
権
の
中

で
交
通
運
輸
産
業
に
働
く
労
働
者

に
不
満
の
あ
る
政
策
も
あ
り
、
学

習
す
る
中
か
ら
多
く
が
納
得
す
る

政
策
を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
取
り

組
み
の
趣
旨
を
述
べ
挨
拶
と
し
た
。

　

岩
手
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組

合
協
議
会
主
催
の
「
政
策
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
学
習
交
流
集
会
」

が
、
４
月
17
日
に
盛
岡
市
・
岩
手

労
働
福
祉
会
館
で
単
産
・
単
組
役

員
、
組
合
員
５０
人
（
国
労
５
人
）

求
め
て
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き

た
い
。
自
己
申
告
書
に
は
希
望
す

る
職
種
・
勤
務
形
態
や
地
区
な
ど

本
人
の
意
思
・
希
望
を
個
別
具
体

的
に
記
入
、
健
康
状
態
は
正
確
に

伝
え
る
こ
と
が
重
要
。
エ
ル
ダ
ー

社
員
を
希
望
す
る
組
合
員
は
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
と
し
て
組
合
員
資
格

の
継
続
と
相
互
援
護
会
・
互
助
会

の
継
続
加
入
を
」
と
提
起
し
た
。

質
疑
で
は
「
エ
ル
ダ
ー
制
度
の
地

域
格
差
是
正
・
職
域
の
拡
大
・
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
勤
務
の
実
現
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

年
金
学
習
会
で
は
講
師
に
日
本

年
金
機
構
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
十

文
字
剛
史
氏
を
招
い
て
説
明
を
受

け
た
。
交
運
共
済
か
ら
は
東
北
支

所
の
吉
田
次
長
が
出
席
し
共
済
の

継
続
契
約
へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ

た
。
学
習
会
終
了
後
参
加
者
は

J
R
不
採
用
問
題
報
告
集
会
開
催

会
場
へ
と
向
か
っ
た
。

北
村
進（
宮
古
）／
村
上
進（
気
仙
沼
）氏

21
位
と
３
位
で
市
議
に
初
当
選

吉
田（
参
議
選
）／
阿
部（
花
巻
市
議
選
）

　  

両
氏
の
当
選
に
組
合
員
の
協
力
を


















（
学
習
会
に
は
45
人
が
参
加
）

吉田忠智氏

阿部一男氏

ローンのご相談は
ろうきんへ

「ローン特別相談会」実施中「ローン特別相談会」実施中

２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日

（土曜日も相談を賜ります）

お問い合わせは
(平日午前9時～午後5時）

５０
人
の
参
加
で
学
習
交
流
会

 　

 

岩
手
県
交
運
労
協（
国
労
も
5
人
参
加
）


